
令和５年度「小・中学校ジョイントスクール推進事業」 鮫 中学校区実践計画書

事務局 鮫中学校（担当 教頭 釜 石 潤）

１ 主題（４／４年次）
『 小中連携を生かした児童・生徒の学ぶ意欲を高める工夫について

－９年間を見通した家庭学習の定着と学力の向上を目指して－ 』

２ 主題設定の理由
「生きる力」の基盤となる「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を育むためには、
基本的生活習慣の確立が重要であると考える。基本的な行動様式は、義務教育９年間を通
して確実に身に付けさせる必要がある。現状では、特定の児童・生徒が提出物を出せてい
なかったり、宿題を出せていなかったりと、家庭学習習慣に課題があると推測される。そ
こで、今年度も、宿題の出し方や量、確認の仕方などを研究・実践し、９年間をかけて、
しっかりとした家庭学習習慣を身に付けさせ、集中して学習に取り組めるよう創意工夫し
ていきたい。これがのちに、学力向上につながると考える。これらのことを踏まえ、小・
中学校で継続した指導かつ共通して取り組む本事業の主題として適切と考えて、設定した。

３ 小・中学校ジョイントスクール推進事業を推進するための組織

会長(中会長)・副会長(小会長)

事務局(小・中教頭)

推進委員会(校長・教頭・教務・研修） ＰＴＡ役員

総 会

学習指導部(教務部) 生活指導部(生徒指導部） 特別支援部（保健部）

４ 中学校区の重点指導項目（案）

■姿勢を正して話を聴き、進んで自分の考えを話す。
■読書活動の継承。（小～中へ）
■一人勉強の仕方について。
■家庭学習の仕方について。
■相手の立場を考えた言動をする。
■提出物の期限を守る。
■家庭生活習慣の確立。（小中で強化週間を設ける）

５ 今年度の小中連携の具体的な計画
月 日 内 容 備 考

５ 24 中学校授業公開（小学校が中学校に訪れて参観・部会に分かれての協議） 中学校

11 30 小学校授業公開（中学校が小学校に訪れて参観・部会に分かれての協議） 小学校

１ 25 新入生説明会（保護者） 中学校

２ 13 小・中合同ジョイントスクール推進委員会（反省、次年度計画） 中学校

３ 22 新入生１日入学、情報交換 中学校




